


匿 技 術 士 の 知 名 度

副支部長 稲本 渡

技術士の知名 度について 、 事あ る 毎にそ の低 さ を嘆 く 声を聞 く 。 事実 「技術士」 を標榜

して社会 に出て も 、 「技術士っ て何ですか」 と の問い に シ ョ ッ ク を受 け る 事が多い。

技術士法に よ っ て も 、 「 技術士」 の名 称を用 いて仕事を行 う 事が許 さ れて い る だけ で、 技術士で

な ければ行えない排他独 占業務、 いわゆ る 特権業務はない。

従 っ て 「 資格 を 取 る の が難 し いが 、 取っ て も 評価が思わ し く ない」 と の巷の風評 と な り 、

ま た資格を得た者 も 、 「 日 本技術士会 に入会 して も 、 その メ リ ッ ト が ない」 と の考えか ら 、 技術士

の 日 本技術士会の入会比率は20％ に留 ま る のが現状であ る 。

「技術士」 制度は ‘‘科学技術の 向上 と 国民経済の発展に資す る ” こ と を 目 的に生まれたが 、 経

済官庁 と は離れた 「 科学技術庁」 の管轄で発足 した。 「官」 の縦割 り 行政の弊で産業活動 と 直結 し

難い位置に置かれて い る の も 事実で あ る 。 「 民」 の経済 は専 ら 企業の活動が 中心で あ り 、 技術士は

専 ら その帰属意識に支配 さ れた行動 しか取れない企業内技術士の活動がその最た る も ので、 社会

にそ の貢献を直接に印象づけ る も の ではなかっ た し 、 こ の事は今 も継続 してい る 。 「学」 の領域 と

は 、 技術は些かそ の領域を異に して お り 、 学会の ギル ド性に は馴染んで来なかっ た。

先人 も 技術士の知名 度の 向 上の方向 を模索 して き た。 勿論そ の功はあ ま り 認め難い し 、 ま た現

在の技術士会の方策 も 的 を得てい る と は言い難い。 然 し 自 覚の余 り 自 虐に陥 る 事は他の侮 り を招

く のみで あ る 。 ま た事を 急いで も 一時に知名 度が上が る も ので も ない。

産業の新生のた め に 、 現在 「産」 、 「 学」 、 「官」 の連携が事毎 に叫ばれて い る 。 知名 度の 向 上を

意識 しつつ 、 技術士の参入の機会 を捉え 、 機会 を重ねて技術士の社会的信用 を増すべき で あ ろ う 。
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